
 1 

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
３

０
回

ー
２

 
 

「「 「「
修
復

修
復

修
復

修
復
・・ ・・
役
行
者
像

役
行
者
像

役
行
者
像

役
行
者
像
」」 」」
のの のの
開
眼
供
養
法
要
並

開
眼
供
養
法
要
並

開
眼
供
養
法
要
並

開
眼
供
養
法
要
並
び
に

び
に

び
に

び
に
慶
讃

慶
讃

慶
讃

慶
讃
採採 採採
燈燈 燈燈
護
摩
供

護
摩
供

護
摩
供

護
摩
供
 
 

 
 

 
 

 
 
    

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
    
    

◇
実

施
日

；
平

成
２

９
年

０
５

月
１

７
日

( 水
)  

曇
り

時
々

薄
日

 

◇
参

加
者

；
 

本
山
修
験
宗

本
山
修
験
宗

本
山
修
験
宗

本
山
修
験
宗
・・ ・・
聖
護
院
門
跡

聖
護
院
門
跡

聖
護
院
門
跡

聖
護
院
門
跡
；
宮

城
泰
年

ご
門

主
、
中

村
覚

祐
執

事
長

、

宮
城

泰
岳

庶
務

部
長

、
草

分
俊

顕
庶

務
主

事
、
槇

山
恵

壬

庶
務

主
事

、
藤

岡
秀

法
教

務
主

事
。

 
 

６
名

。
 

 
 

 
 
同
行
者

同
行
者

同
行
者

同
行
者
；

東
ア

ジ
ア

言
語

・
文

化
研

究
の

カ
ル

フ
ォ

ル
ニ

ア
・

サ
ン

タ
バ

ー
バ

ラ
大

学
；

ロ
ー

ト
・

カ
リ

ー
ナ

さ
ん

。
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
仏仏 仏仏
    
師師 師師

; ；
奈

良
市

秋
篠

仏
所

・
浅

村
朋

伸
。
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
新
宮
地
区

新
宮
地
区

新
宮
地
区

新
宮
地
区
；
玉

岡
憲

明
・
明

、
川

島
 

功
、
山

上
皓

一
郎

、
沖

﨑
吉

信
、

 

畑
林

秀
味
・
清

子
、
前

田
 

正
、
根

木
俊

明
、
生

熊
敏

男
・

 

千
満

子
、
大

江
加

予
子
・
徳

子
、
児

嶋
道

夫
、
濱

野
兼

吉
、

 

木
下

嘉
彦

、
松

本
 

良
・

邦
子

、
赤

井
熊

五
郎

、
加

子
坂

 

昌
彦

。
 

熊
野

熊
野

熊
野

熊
野
・・ ・・
尾
鷲
地
区

尾
鷲
地
区

尾
鷲
地
区

尾
鷲
地
区
；

山
川
治

雄
、

樋
口

義
也

、
高

階
美

根
子

、
奥

村
順

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
夫

、
竹

中
卓

治
、

舟
瀬

 
蔀

。
 

大
阪

大
阪

大
阪

大
阪
・・ ・・
奈
良

奈
良

奈
良

奈
良
・・ ・・
和
歌
山
地
区

和
歌
山
地
区

和
歌
山
地
区

和
歌
山
地
区

；
乾

 
克

己
、

杉
本

俊
也

、
山

口
泰

宏
、

梶
野

照
雄

、
青

木
宏

充
、

茂
原

 
仁

、
平

澤
 

研
。

 

下
北
山
村

下
北
山
村

下
北
山
村

下
北
山
村
；； ；；
役

場
；
和

田
英

樹
、
仲

 
怜

里
、
阪

本
 

匠
、
岸

 
崇

将
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
浦

向
区
；

上
平

一
郎

・
さ

ち
子

、
下

西
一

也
・

マ
ミ

、
田

ノ
下

 

 
 

 
 

 
弘

文
、

辻
ノ

内
 

勇
( 区

長
) 。

 

観
光

案
内

所
( し

も
ま

る
) ；

福
岡

 
修

、
仲

 
定

幸
、
伊

藤
昭

人
、

 

 
 

 
 

 
西

岡
千

草
。

白
谷

隋
道

工
事

者
、

他
２

名
。
計計 計計
５５ ５５
８８ ８８
人人 人人
。。 。。

 

 

行
仙

宿
小

屋
と

行
者

堂
が

、
平

成
２

年
に

竣
工

落
慶

し
た

際
に

、
玉

岡
前

 

代
表

が
本

山
修

験
宗

・
聖

護
院

門
跡

に
「

役
行

者
像

」
の
寄
進
を
お
願
い

し
 

て
、
京

の
名

仏
師

・
佐

川
定

慶
氏

に
よ

る
軽
微
な

修
復
を

し
て

、
行

者
堂

に
 

安
置

さ
れ

ま
し

た
。
行

者
堂
は

、
風
雨
は
凌
げ

る
が

、
冬
季
は
氷
点

下
１

０
℃

 

以
下

、
夏
季
は

３
０
℃
以

上
に
な

り
、
梅
雨

時
期
は

高
湿
度

と
厳

し
い
環
境

 

下
で
安
置
保
管

の
た
め
傷
み

が
激

し
く

、
昨

年
７

月
お
性

根
抜
き
を

し
て

( 熊
 

野
修

験
) 奈

良
市

・
秋

篠
仏

所
の

浅
村

朋
伸

仏
師

( 園
城
寺
伝
統
技

法
教
習

院
 

で
修

行
) に

修
復
を
依
頼

し
ま

し
た

。
 

 
思
っ

た
よ

り
傷
み

が
激

し
く

大
修
復

と
な

り
解
体

し
た

と
こ
ろ
「
胎

内
文

書
・
願

文
」
が
見
つ
か

り
、
元
禄

５
年

(1
7
0
2
年

) に
造
立

し
た

役
行

者
像
で

 

熊
野
三

山
検
校

宮
・
三
十

一
世

道
尊
親
王

が
開
眼
供
養

さ
れ
て
い

る
由
緒
あ

る
像
で
あ

る
こ

と
が
判

り
ま

し
た

。
 

 
平

成
の

修
復

に
際

し
て

、
聖

護
院

門
跡

五
十
二
世

宮
城

泰
年

大
僧

正
( ご

門
 

主
様

) が
「
由
緒
併
願

文
」
を
揮
毫

し
て

、
胎

内
に
入
れ
ら
れ

ま
し

た
。

 

こ
こ

に
「

修
復

し
た

役
行

者
像

」
の
開
眼
供
養

法
要
並
び

に
慶
讃

の
採
燈

護
摩
供
は

、
本

山
修

験
宗
・
聖

護
院

門
跡

の
宮

城
泰

年
ご

門
主

、
中

村
覚

祐

執
事

長
他
４

名
が
出
仕

し
て

執
り

行
な
わ
れ
こ

と
に
な

り
ま

し
た

。
 

行
者

堂
前

に
幟

が
立
て
ら
れ

、
紅

白
の
幕

が
行

者
堂
を
囲
む
様

に
張
ら
れ

、

梶
野
氏
お
手
製

の
ベ

ン
チ

が
並
べ
ら
れ

参
列

者
が
着
席
す

る
。

 

行
者

堂
内

の
役

行
者

像
の

前
に
は

、
新
規

に
桧
板

の
棚

が
据
付

’( 木
下

嘉

彦
・
棟
梁

) ら
れ

、
そ

の
上

に
紅

白
の
鏡
餅

と
果
物

が
供
え
ら
れ

た
。

 

直
会

の
食

事
弁
当
は

、
会
友

の
手
製
で
盛
付
け

が
終
わ

り
、
宿

内
に

６
０

名
弱

分
が
配
膳

さ
れ
準
備

が
完
了

し
た

。
 

    
    

 

    
折

弁
当

に
盛

付
け

 
 

 
直

会
の

手
製

折
弁

当
 

 
役

行
者

像
の

お
供

え
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聖
護

院
門

跡
ご

一
行
は

、
９

時
４

０
分

に
到
着

さ
れ

、
法
衣

に
着
替
え
ら

 

れ
る

ご
門

主
様
を
管
理
棟

に
ご

案
内
す

る
。

 

 
山
伏
装
束

に
着
替
え
て
登
っ
て
来
ら
れ

た
中

村
執

事
長

、
宮

城
庶

務
部

長
 

等
が
相
談

さ
れ

、
お

堂
前

に
護
摩
壇

の
位
置

が
決
め
ら
れ
準
備
を

さ
れ

る
。
 

参
列

者
に

護
摩

木
が
配
布

( ５
０

本
) さ
れ

、
足

り
無
い
方
は
桧
割

木
に

、

願
文
を
書
い
て
頂
い

た
。

宮
城

庶
務

部
長
か
ら

、
願
い
は
多
く
を
書
い
て

も

神
様
は
願
い
を
叶
え
て

下
さ
ら
な
い
等

の
説

明
が
あ

る
。

 

 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
    

開
眼

供
養

法
要

前
の

参
列

者
と

護
摩

壇
の

準
備

 
 

 
 

 
 

    
    

 

 
 

 
 

 
聖

護
院

ご
門

主
大

導
師

。
・

導
師

他
入

場
と

着
席
 

準
備

が
整
い

予
定
よ

り
１

０
分
早
い

１
０

時
５

０
分
か
ら

、
法
螺

の
音
を
合

 

図
に
整
列

し
て
入

場
。
最
後
尾

に
紫
色

法
衣

、
朱

の
結
袈
裟

の
大
導
師

の
宮

城
 

泰
年

ご
門

主
様

が
行

者
堂

内
の

役
行

者
像

正
面

に
着
席

さ
れ

。
ぐ

る
ー

ぷ
代

表
 

２
名

が
堂

内
左
右

に
着
席

し
た

。
 

法
剣

の
儀

が
執

り
行
な
わ
れ

、
大
導
師

の
「

役
行

者
開
眼

表
白

」
開
眼
作

法
 

次
第

に
基
づ
き
始

ま
る

( 文
末
掲
載

) 。
法
螺

の
音

と
共

に
開
眼
供
養

法
要

の
読

 

経
が
荘
厳

に
響
き
渡

る
。
約

２
０

分
後

に
護
摩
壇

に
火

が
入

り
白
煙

が
立

ち
昇

 

る
前
で
導
師

・
中

村
執

事
長

の
「
祈
願

文
」

が
読

上
げ
ら
れ

る
。
 

 
 

 
 

 

ご
門

主
様

に
よ

る
開

眼
作

法
次

第
に

よ
る

読
経

 
 

 
 

祈
願

文
読

上
げ

と
 

 
 
 

    
    

 
 

 

祈
願

文
 

 
 

 
 

 
 

 
開

眼
供

養
読

経
中

の
参

列
者
 

護
摩
壇
は

、
白
煙
か
ら
火
焔

に
変

り
、
願
い

の
護
摩

木
が

護
摩
壇

に
各
自

が
 

「
願
い

が
叶
い

ま
す
よ
う

に
！

」
と
投
入
す

る
。
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慶
讃

の
採

燈
護

摩
供

が
は

じ
ま

り
火

焔
が

昇
る
 

    
    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
    
    

各
自

願
い

の
護

摩
木

投
入
 

 
 

 
 

 
 

堂
内

の
ご

門
主

と
代

表
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
    

 

「
 

「
修
復

・
役

行
者

像
」

の
開
眼
供
養

法
要

と
慶
讃

の
採
燈

護
摩
供

が
厳
か

に
 

滞
滞

り
な
く

執
り

行
わ
れ

、
１

１
時

３
５

分
頃

に
法
要

と
採
燈

護
摩
供

が
終

り
、
 

り
法
要
後

の
ご

門
主
様

の
お

言
葉
を
お
願
い

し
た

と
こ
ろ

、
玉

岡
前

代
表
か
ら

 

「
「

仏
像
か
ら
き
っ

と
功

徳
が
頂
け

る
の
で

、
此
処

に
お
い
で

の
際
は
お

参
り

 

り
を

」
と
挨
拶

。
宮

城
泰

年
ご

門
主
様
か
ら
は

、
胎

内
文
書

の
説

明
が
あ

り
、
役

 

行
者

像
か
ら
胎

内
文
書

が
見
つ
か

る
事
は
稀
で

、
道
尊
親
王

が
開
眼
供
養

さ
 

れ
た
尊

像
に

、
再
び

門
跡

ご
門

主
と

し
て
係

る
こ

と
が
出
来

ま
し

た
等

の
お

 

言
葉
を
頂
戴

。
 
故

に
、
格
式

と
由
緒
あ

る
霊

験
あ
ら

た
か
な
「

役
行

者
像

」
 

で
あ

る
と
云
う

事
に
な

り
ま
す

。
 

 
    

 

 
玉

岡
前

代
表

挨
拶
 

 
 

 
 

法
要

後
の

宮
城

ご
門

主
様

の
お

言
葉
 

 
佐

田
ノ

辻
で

参
列

者
の
記
念
撮
影
を
す

る
為

に
、

道
標
を
急
遽

一
時
撤
去

。

尚
、

奈
良

新
聞

と
熊

野
新
聞

の
取
材

が
あ

る
。

 

直
会
食

事
を
す

る
た
め

に
、

宿
内

に
移
動

し
着
席

し
て
頂
く

が
、

６
０

名
弱

と
大
勢
だ

と
時
間

が
か
か

る
。

 

１
２

時
過
ぎ

に
司
会

・
沖

﨑
氏

の
紹
介
で

川
島

代
表

が
挨
拶

「
遠
方
京
都
か

ら
行

事
を
割
い
て

、
本

山
修

験
宗
・
聖

護
院

門
跡

に
よ

る
「

修
復
・
役

行
者

像
」

の
開
眼
供
養

法
要

と
慶
讃

の
採
燈

護
摩
供
へ

の
ご
出
仕

、
修
復
を
担
当

さ
れ

た

浅
村

朋
伸

仏
師
並
び

に
標

高
１

０
３

０
ｍ

の
行

者
堂
迄
約

１
時
間
弱
登
っ
て

参

列
し

た
頂
い

た
方

々
、
そ

し
て
準
備

に
携
わ
れ

た
ぐ

る
ー

ぷ
会
友

の
皆

さ
ん

に

労
い

と
御
礼

の
挨
拶
を

し
て

、
司
会

者
の

乾
杯
で
開
宴

。
 

紅
白
餅

と
聖

護
院
か
ら

の
八
ッ
橋
「
お
食
べ

」
を
各
自

に
持
帰
っ
て
頂
い

た
。
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参
列

者
の

記
念

撮
影

 
 

 
 

司
会

者
の

挨
拶

 
 

 
 

世
話

人
代

表
挨

拶
 

 
 

 

直
会

の
食

事
状

況
及

び
ご

門
主

様
と

懇
談

・
記

念
撮

影
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
外

人
研

究
者

も
参

席
 

 
ご

門
主

様
と

新
旧

代
表
 

下
山

前
に

記
念

撮
影

 
 

 

１
３

時
過
ぎ

に
直
会

が
終
了

し
、
聖

護
院

一
行

が
行

者
堂

の
前
で
記
念
撮
影

 

後
、

川
島
か
ら
後
片
付
け
を
お
願
い

し
て

、
同

行
し
て

１
３

時
２

０
分

に
下

山
 

し
、
１
４

時
前

に
無

事
登

山
口

に
到
着

。
途

中
、
護
摩
供

に
使
う
直

ぐ
伸
び

た
 

ヒ
メ
シ
ャ

ラ
生

木
を

ナ
イ

フ
で

一
本
切

り
持
帰
ら
れ

た
。
茂

原
、
平

澤
氏

が
追

 

い
着
き

一
緒

に
下

山
し

た
。

 

 
登

山
口

の
急

階
段

を
降

り
ら

れ
る

。
 

 

お
土
産

( 鈴
焼

) を
渡
す

。
着
替
え
を

さ
れ
京
都
へ

と
発

た
れ

る
車
及
び

浅
村

仏
 

師
の
車
を
見
送

る
。

 

１
５

時
過
ぎ

に
木

下
氏

が
、
モ

ノ
レ

ー
ル
で

下
山

し
て
全
員

が
揃
い
帰
路
へ

。
 

１
５

時
頃
か
ら

下
山

し
た
車
は

、
落
石

工
事
現

場
で

し
ば
ら
く
待

ち
一
斉

に
 

通
過

し
た

。
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開
眼
供
養
法
要

開
眼
供
養
法
要

開
眼
供
養
法
要

開
眼
供
養
法
要
のの のの
御
祝

御
祝

御
祝

御
祝
と
お

と
お

と
お

と
お
供供 供供
物物 物物
    

( 敬
称
略

) 

  
・

大
川
酒
店

( 大
川

和
子

) ；
壱
拾
万
円

。
 

 
・

聖
護

院
門

跡
、
医
療

法
人

「
や

ま
び
こ
会

」
；
各

五
万
円

。
 

 
・

大
江

加
予

子
・

徳
子

；
三
万
八

千
円

。
 

 
・

熊
野

修
験

( 高
木
亮

英
) 、

川
島

 
功

；
各
三
万
円

 

 
・
三

井
寺

、
天
台
寺

門
宗

；
各
二
万
円

。
 

 
・

山
上

皓
一

郎
、

生
熊

敏
男

、
沖

﨑
吉

信
、

畑
林

秀
味

、
乾

 
克

己
、

 

 
 

松
本

 
良

、
椎

木
 
尭

+
今

野
孝

祐
、

奥
村

+
竹

中
+
高

階
+
舟

瀬
、

 

 
 

上
平

一
郎

、
勝

平
芳

明
、

浦
向

区
。
各

1
万
円

・
 

 
・

下
北

山
村

・
し

も
ま

る
案

内
所

；
五

千
円

。
 

 
・

辻
之

内
 

勇
( 浦

向
) ；
三

千
円

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
計
四
十
五
万
六
千
円

計
四
十
五
万
六
千
円

計
四
十
五
万
六
千
円

計
四
十
五
万
六
千
円
。。 。。

 

     
・
医
療

法
人

「
や

ま
び
こ
会

」
；
缶
ビ

ー
ル
４
箱

。
 

 
・

聖
護

院
門

跡
；
八
ッ
橋

「
お
食
べ

」
５

０
パ
ッ
ク

。
 

 
・

秋
篠

仏
所

・
浅

村
朋

伸
；

清
酒
二

本
。

 

 
・

畑
地
製
菓
店

；
清
酒

一
本

。
 

 
・

下
北

山
村

・
し

も
ま

る
案

内
所

；
菓

子
一
箱

。
 

 
・

畑
林

秀
味

；
マ
グ

ロ
十
六
㎏

。
 

  

御
祝
及
び
お
供
物
等
を
寄
贈

し
て
頂
い

た
方

々
に

、
衷
心
よ

り
御
礼
を
申

 

し
上
げ

ま
す

。
 

( 記
 

川
島

 
写
真

；
川

島
・

梶
野

・
玉

岡
) 


